
計／82,177人（－ 85）
男／40,593人（－ 19）
女／41,584人（－ 66）

人口と世帯
 12月1日現在（前月比）

世帯数／30,224世帯(＋19）
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ま
ち
か
ど
通
信

小
江
戸
3
市
の
交
流
会

小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
3
佐
原
大
会

通
し
て
交
流
を
深
め
る
「
小

江
戸
サ
ミ
ッ
ト
」
が
香
取
神

宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は

「
江
戸
の
食
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
、柳
家
さ
ん
弥

さ
ん
ら
の
落
語
会
や
、

講
師
に
梅う

め

田た

丘き
ゅ
う

匝そ
う

（
落

語
家
・
三み

升ま
す

家や

う
勝か

つ

）

さ
ん
を
招
き
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
、

神
々
に
ご
飯
を
お
供
え

す
る
香
取
神
宮
の
「
大た

い

饗き
ょ
う

祭さ
い

」
を
見
学
し
、
神

秘
的
で
独
特
な
祭
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

11
30

　

香
取
市
、
栃
木
市
、
川
越

市
の
小
江
戸
3
市
が
一
堂
に

会
し
、
郷
土
文
化
の
体
験
を

　地域活動支援センターあけぼ
の園の恒例行事「餅つき会」が、
11月29日に開催されました。
　参加者たちは杵を交代しなが
ら、力いっぱい振り下ろして餅
をつきあげました。できたての
お餅は雑煮や、あんこ餅などで
振る舞われ、利用者たちは年末
の風物詩を楽しみました。

年末の恒例行事
あけぼの園　餅つき会

11
29

心
に
届
く
感
謝
の
言
葉

千
葉
萌
陽
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が

功
績
を
讃
え
ら
れ
る賞

」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
青
少
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
施

設
訪
問
や
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

難
民
へ
の
衣
類
支
援
な
ど
の
活

動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
長
の
可か

児に

裕ゆ

希き

乃の

さ
ん
は

「
部
員
と
心
を
合
わ
せ
て
活
動

で
き
た
こ
と
、訪
問
し
た
施
設

で〝
あ
り
が
と
う
〞と
言
っ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
が
最
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」と
受
賞
の
喜
び

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

11
9

　

千
葉
萌
陽
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
が
県
内
で
唯
一
「
第
17
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア

ワ
ー
ド
」
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　さまざまな福祉活動を行っている
「NPO法人いぶき」の結成20周年を
記念したイベントが、小見川市民セン
ター「いぶき館」で行われました。
　いぶきの名付け親の三波春夫氏を
父に持つ三波豊和氏の迫力ある歌謡
ショーは観客を楽しませました。
　また、　副理事長である元横綱で、
プロレスラーの曙太郎氏は、トーク
ショーで「少年相撲〝曙杯〞の開催が
夢」と語っていました。

いぶき結成20周年チャリティー

名付け親は「三波春夫」
11
16

▲よいしょー、よいしょー

▲三波豊和歌謡ショーと大
おお

河
が

流寛
かん

園
その

会の皆さん

長
年
の
功
績
・
貢
献
を
た
た
え

市
民
表
彰
・
文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰
・

母
子
自
立
支
援
員
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

財
保
護
協
会
か
ら
文
化
財
保

護
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
に
結
成
さ
れ
た

同
保
存
会
は
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
神
楽
の
伝
承
や
伝
承

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

母
子
自
立
支
援
員

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

母
子
自
立
支
援
員
の
小
倉

み
ち
子
さ
ん
が
、
11
月
15
日

に
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会
福

祉
大
会
で
、
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
民
表
彰

　

市
政
の
発
展
、
市
民
福
祉

の
向
上
な
ど
に
功
労
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る

市
民
表
彰
式
が
、
11
月
25
日

に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
功
労
表
彰
で
2

人
、
善
行
表
彰
で
2
人
と
1

団
体
が
表
彰
さ
れ
、
市
長
か

ら
表
彰
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

木
内
神
楽
保
存
会

文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

　

木
内
神
楽
保
存
会
が
11
月

17
日
、
千
葉
市
内
で
県
文
化

　

小
倉
さ
ん
は
、
平
成
4
年

に
母
子
相
談
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
表
彰
は
、
こ
れ
ま
で
の
支

援
業
務
に
対
す
る
努
力
と
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
も
母
子
自
立
支
援
員

と
し
て
、
母
子
福
祉
協
力
員

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
母
子
福
祉
の

向
上
の
た
め
尽
力
し
て
い
ま

す
。

11月

▲受賞後のボランティア部の皆さん

▲木内神楽保存会の皆さんと県文化財保護
協会の福本忠義さん

▲母子自立支援員の
小倉みち子さん

▲市民表彰　受彰者は前列、左から塚本敏男さん、都祭武さん、増田敏さん、
株式会社日本オフィスオートメーション（2人）、伊奈晃さん

▲落語会では大きな笑いが

　

今
年
も
、
良
き
仲
間
や
家
族
と

と
も
に
最
高
の
笑
顔
を
つ
く
り
た

い
で
す
。 

（
M
）

　

魅
せ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
、

馬う
ま
く
取
材
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。 

（
K
）

　

視
野
は
な
ん
と
3
5
0
度
！

　

馬
の
よ
う
に
広
い
視
野
で
情
報

収
集
し
、
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
1
年

に
！ 

（
J
）

　

馬
に
は
乗
っ
て
み
よ
人
に
は
添

う
て
み
よ
―
何
事
も
経
験
し
、
自

己
を
高
め
た
い
で
す
。 

（
E
）

　

年
男
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
な

気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。 

（
S
）

　

目
指
せ
最
高
の
1
年
。
今
年
こ

そ
、
で
っ
か
い
花
火
打
ち
上
げ
ま

す
。 

（
T
）
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